
１月１９日（木）、サポートチームの皆様、バウムハウスの施設長、支援課長にご来校いただき、本校職員と共に

学校運営協議会を行いました。会議では、学校評価の結果をもとに今年度の学校の良かったところ、次年度に向けて

の課題、今後期待されることなどについて、たくさんのご意見をいただきました。本校職員だけでは気付かないこと

も多く、様々な視点から、大変貴重なご意見をいただくことができました。今年度は、伊達市 SSW の立花和実氏に

ご参加いただき、貴重なご意見をいただきました。お忙しい中、ご参加していただいた皆様ありがとうございました。 

S。 

『基本的生活習慣』と『社会的生活習慣』の取得 
校長 田 仲 英 明 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

中学校 3 年家庭科では、『保育』の学習で「基本的生活習慣」と「社会的生活習慣」の習得について勉強

します。幼児の生活習慣を支える家族の大切な役割について理解してもらう授業です。 

 東京書籍の教科書では、 

［私たちが、何気なく自分でしている衣服の脱ぎ着や歯磨きなどは、突然できるようになったのではあり

ません。生まれた頃から家族や周囲の人の姿を見て、さまざまな生活習慣に触れ、自分でもやってみたいと

いうおもいから、まねをしたり、教えてもらったりして、心身の発達に伴って身に付けてきたものです。食

事、睡眠、排せつ、着脱衣、清潔など、生きていく上で必要な、毎日繰り返し行われていることを基本的生

活習慣といいます。 

私たちは、多くの人に囲まれて生活をしています。周囲の人たちと気持ちよく生活するためには、挨拶を

したり、ルールを守ったりする必要があります。挨拶や言葉遣い、公共の場や用具を使うときの態度、安全

のルールを守るなどの社会的生活習慣といいます。］ 

基本的生活習慣を身に付けることは、健康的で自立した生活の基礎となります。社会的生活習慣を身に付

けることは、社会の一員としての意識を持っていきるために重要です。 

幼児に言葉掛けをする場合、生活習慣を支える家族や周囲の人々はできるだけ具体的に声掛けするよう、

例を挙げて考える授業を展開します。 

開隆堂の家庭科の教科書には児童相談所とオレンジリボン運動についての記述がありました。 

［児童相談所は、子どもの健やかな成長を願って、共に考え、問題を解決していく専門の相談機関です。

満 18 歳までの子どもに関する相談であれば、本人、家族、学校の先生、そして地域の人びとも相談できま

す。保護者の病気、死亡、家出、離婚などの事情で子どもが、家庭で生活できなくなったときや、虐待など

子どもの人権にかかわる問題があるときに対応してくれます。］オレンジリボン運動

についての記述は、［子どもの虐待防止をめざしたオレンジリボン運動があります。国

や地方自治体、民間企業、スポーツ団体などが協力して取り組んでいます。］ 

わたしの上着の襟元にもオレンジリボンがあります。 

高校の家庭科が男女ともに必修となって約 30 年がたちます。技術・家庭科では、

幅広い分野を扱うことから内容は時代とともに大きく変化してきました。技術を専

門とするわたしは中学・高校と家庭科を学んだ経験がありません。小学校の５・6 年生での家庭科だけです。 

学校教育と家庭教育は、本当に大切です。わたし自身が家庭科を学べなかったことは本当に残念でなりま

せん。子どもの時の教育は一生の宝となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈徳〉やさしく～夢を持ち続ける子の育成 

〈知〉ただしく～自ら進んで学ぶ子の育成 

〈体〉たくましく～最後までやりとげる子の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 2５日（水）、小学生は冬の野外活動（そ

り滑り）をオロフレスキー場で行う予定でしたが、

大雪と寒波の予報の関係でグラウンドで行うこと

になりました。この日は、気温：－１３℃、天候：

雪の中で、子どもたちは、そり、タイヤチューブ

滑りや雪だるま作り、そり倒しなどの遊びを満喫

していました。遊んだあとは、教室に戻ってお菓

子をもらい、みんなで美味しく 

食べて満足していました。 

スキー場には残念ながら行け 

ませんでしたが、子どもたちに 

とって楽しい野外活動になりま 

した。２回目の野外活動では、 

スノーシュー体験で森林の雪道 

を散策します。 

 １月２４日（火）、中学校２年生による職業体験の

発表が行われました。小学校６年生、中学校１，３

年生に向けて、体験した仕事の内容、働くことの意

義や大切さ、注意しなければならないことを自分の

体験をもとに発表することができました。 

授業見学にきていた小学６年生は、自分がなりた

い職業のこと、そのために必要な資格のこと、今後

どんな勉強を頑張ればよいかなどを考えるきっかけ

になりました。 

 中学生も、今後の学校生活において職場体験で学

んだことを生かして生活してくれたらと思います。 
 
 

 １日（水）きつつきの会 

      年度末反省会議 

２日（水）学力テスト（中１，２） 

     年度末反省会議 

３日（木）豆まき（小） 

児童生徒会 

     校務部会 

６日（月）小中部会 

     月行事調整委員会 

     定時退勤日 

７日（火）命の授業（中） 

研修日 

８日（水）卒業式係会議 

１０日（金）冬の野外活動（小） 

１１日（土）建国記念の日 

      函館精華高校入試 

１３日（月）職員会議 

１４日（火）もちつき会（小） 

      函館大妻高校入試 

放課後学習会（中１，２） 

研修日 実務者会議 

１５日（水）定期テスト（中１，２） 

       放課後学習会（中１，２） 

      定例校長会議 

      市教研理事会 

      高等養護学校合格発表 

１６日（木）定期テスト（中１，２） 

１７日（金）スキー学習（中） 

      教育課程検討委員会 

２０日（月）中部会 研修日 

      ＢＡＳＥ会議 

２１日（火）作業学習販売会（中） 

      教護会 

２２日（水）スキー学習（中） 

小部会 

２３日（木）天皇誕生日 

２４日（金）児童生徒会 校務部会 

 定例教頭会 定時退勤日 

２７日（月）卒業式練習 小中部会 

２８日（火）卒業式練習 


